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湘南地区「おでかけワゴン」の取組みについて 

 

１ 湘南地区における取組みの背景 

市南西部にある湘南地区は、路線バスやコミュニティバスえぼし号が運行しておらず、以前から公

共交通の運行の要望が出ていました。茅ヶ崎市乗合交通整備計画では、湘南地区においてもコミュニ

ティバスの運行が位置付けられていますが、道路が狭い等の理由から運行に至っていない状況です。 

平成 26 年度から平成 28 年度までは、地域の方と勉強会を開催し、既存路線バスの延伸による地区

への乗り入れ、地区内でのバス折返し場の設置などを検討してきましたが、路線バスの延伸に必要な

需要を満たすことが困難である点、折返し場付近での地権者との合意が得られないなどの理由から、

公共交通の導入を見送ってきた経緯があります。 

そこで、市では平成３０年度より地域住民と地域主体による無償運送の検討を進め、令和 2 年 2 月

より、地区内を運行する「おでかけワゴン」の運行を開始するに至りました。つきましては、委員の

皆様に「おでかけワゴン」運行までの経緯と進捗状況を報告いたします。 

 

 

図 湘南地区の位置図 
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２ 湘南地区の概況 

湘南地区は茅ヶ崎市の南西部に位置し、地区内の道路は狭あい道路が多く、路線バスやコミュニテ

ィバスは運行しておらず、「茅ヶ崎市乗合交通整備計画」では、交通空白地区として位置付けていま

す。 

高齢化率は、茅ヶ崎市全体の高齢化率と同程度であり、一定数高齢者がいる中、公共交通が運行し

ていない地域となっていることから、交通空白地区の解消は従前からの課題としてあります。 

 

地区 総数 65 歳以上 高齢化率 

中島 3,962 人 831 人 21％ 

松尾 1,267 人 279 人 22％ 

柳島 293 人 73 人 25％ 

柳島 1 丁目 1,801 人 437 人 24％ 

柳島 2 丁目 1,980 人 488 人 25％ 

柳島海岸 2,196 人 537 人 24％ 

浜見平 3,628 人 1,798 人 50％ 

合計 15,127 人 4,443 人 29％ 

    

茅ヶ崎市全体 244,109 人 64,443 人 26％ 

表 湘南地区の人口及び高齢者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

                      

 

図 湘南地区の高低差 

 

湘南地区は市の北部などに比べると、比較的

平坦な地形となっており、徒歩や自転車での

移動がしやすい状況です。 
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３ 湘南地区「おでかけワゴン」の運行内容 

湘南地区「おでかけワゴン」は、令和 2 年 2 月 25 日（火）より、毎週火曜日に 1 日 4 便、運行を

スタートしています。運行は湘南地区まちぢから協議会を中心に構成されたおでかけワゴン実行委員

会が担当し、湘南地区内を循環し、地区内の高齢者施設、商業施設、病院等を目的地としています。 

路線バスやコミュニティバスでは乗り入れることのできなかった地区内を循環し、地域の高齢者の

買い物や通院移動を支える目的で運行しています。 

利用料金は、ガソリン代実費相当額を徴収する予定ですが、現段階では徴収してません。 

※現在はコロナウイルス感染拡大防止のため運休中 

運営・運行主体 おでかけワゴン実行委員会（湘南地区まちぢから協議会中心に組織） 

運送法の扱い 道路運送法の許可を要しない無償運送 

※利用者から運賃として対価を得る場合は、有償運送となり、道路運送法の許

可申請が必要となりますが、おでかけワゴンは事前登録の際にガソリン代相

当の実費額を徴収することで、利用に対する対価は徴収しないため、無償運

送として道路運送法の許可は不要となります。 

協力主体 NPO 法人サポートちがさき、NPO 法人まちづくりスポット茅ヶ崎、 

社会福祉法人茅ヶ崎市社会福祉協議会、神奈川県共生社会推進課、 

茅ヶ崎市市民自治推進課、都市政策課 

運行形態 運行日：週 1 日（火曜日）に運行 

運行便：1 日 4 便（午前 2 便、午後 2 便） 

※運行ルート、時刻表は次ページ以降のチラシ参照 

※駅への結節は行わず、湘南地区内の交通空白地区と商業施設を巡回。 

※湘南地区内に停留所を複数個所設置し、定時定路線で運行する。 

使用車両 ワンボックス車両（定員 8 名） 

運転手 地域住民が担当（ボランティア） 

※かながわ福祉移動サービスネットワークによる添乗車・運行管理者講習を１

月に実施 

車両準備 社会福祉法人翔の会よりワンボックス車両 2 台（1 台は予備）を貸与 

※車両に関する保険は任意保険（車両提供者(社会福祉法人翔の会)が加入） 

運転手関係 運転・付添ボランティアは、市の市民活動等災害補償制度で対応 

（事前登録・保険契約の申込・保険料の支払い不要） 

事前登録 

実費分徴収方法 

事前に利用するための会員登録を行う。その際、実費分の 1,000 円を徴収 

乗車距離に応じたガソリン代実費相当額を月末に算出し、1,000 円から差し引い

ていく手法。ガソリン代実費相当額を差し引き、預けていた 1,000 円が不足し

た場合は、利用者は再度 1,000 円を預け、そこから差し引く。 

交通事業者への 

事前説明 

バス事業者、タクシー事業者に事前説明を行い、了承を得ている 

進捗報告、道路運送法を逸脱しないこと、駅に向かわないことを条件に事業実

施の了承を得ている。 
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■運行案内のチラシ（表面） 
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（裏面） 
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令和２年２月２５日運行開始してからの進捗及び乗車人数について 

日 付 進 捗 乗車人数 

２月２５日 運行開始。 

ガソリン代実費相当額は徴収せず。 

１８人 

３月３日 ４便運行。ガソリン代実費相当額は徴収せず。 １２人 

３月１０日 ４便運行。ガソリン代実費相当額は徴収せず。 ８人 

３月１７日 ４便運行。ガソリン代実費相当額は徴収せず。 ５人 

３月２４日 ４便運行。ガソリン代実費相当額は徴収せず。 ６人 

３月３１日 ４便運行。ガソリン代実費相当額は徴収せず。 ７人 

４月７日 ４便運行。ガソリン代実費相当額は徴収せず。 ８人 

４月１４日 新型コロナウィルス感染症感感染拡大防止のため運行休止  

７月１４日 運行再開予定 

新型コロナウィルス感染症予防として、運転手の検温、マス

クの着用、アルコール消毒、手袋の着用、車両は窓を開ける

等の対応をとるとのこと。 

 

 

 

図 運行再開周知のためのチラシ 


